
７
月
２
０
日
、
豊
橋
で
は
「
多
目

的
屋
内
施
設
及
び
豊
橋
公
園
東
側
エ

リ
ア
整
備
運
営
事
業
」
に
つ
い
て
の

住
民
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で

の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
、
「
ア
リ
ー

ナ
建
設
へ
の
賛
否
」
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
国
の
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
の
政
策
を

解
説
し
ま
す
。

《
政
府
の
方
針
》

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
、
多

世
代
が
集
う
交
流
拠
点
と
し
て
、
地

域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
り
得
る
施

設
で
す
。
「
集
う
場
所
」
た
る
ス
タ

ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
を
重
視
し
、
政

府
の
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
に
お

い
て
も
、
「
２
０
２
５
年
ま
で
に
２

０
か
所
の
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ

の
実
現
」
を
目
指
す
こ
と
が
具
体
的

な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
ア
リ
ー
ナ
が
地
域
に
も
た
ら
す
効

果
》ス

タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
、

「
観
る
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
の
価
値
や

潜
在
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め

の
舞
台
で
あ
り
、
定
期
的
に
数
千
人
、

数
万
人
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
集
客
施
設
で
す
。
飲
食
、
宿
泊
、

観
光
な
ど
の
周
辺
産
業
へ
の
波
及
的

効
果
が
見
込
め
、
新
た
な
雇
用
も
創

出
し
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
を
拠
点
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
効
果
が
持
続
的
に
地
域
に
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
、
地
域
経
済
の
持

続
的
発
展
を
実
現
す
る
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
と
な
り
ま
す
。

《
自
治
体
が
意
識
す
べ
き
こ
と
》

自
治
体
は
、
右
記
の
効
果
を
認
識

し
、
そ
の
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
ア
リ
ー
ナ
計
画
の
立
案
や
運
営

に
お
い
て
、
ア
リ
ー
ナ
を
拠
点
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
と
早
期
に

連
携
し
、
そ
の
魅
力
を
高
め
る
提
案

な
ど
に
耳
を
傾
け
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
は
発
信
力
や
ア
ピ
ー
ル
力
を

有
し
、
強
力
な
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
り
う
る
存
在
で
す
。
社
会
貢
献

活
動
を
行
っ
た
り
、
所
属
選
手
が

様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
発
信
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
社
会
課
題
の
解

決
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
ア
リ
ー
ナ

は
こ
の
よ
う
な
公
益
性
の
あ
る
波
及

効
果
を
生
み
出
す
重
要
な
拠
点
と
な

り
ま
す
。

《
豊
橋
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
》

豊
橋
市
は
、
他
の
地
域
と
比
較
し

て
外
国
人
の
流
入
が
多
く
、
総
人
口

の
減
少
幅
は
小
さ
い
も
の
の
、
日
本

人
住
民
の
人
口
に
着
目
す
る
と
、
特

に
若
い
世
代
の
市
外
へ
の
転
出
が
目

立
ち
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
は
、
街
の
持

続
的
発
展
に
繋
が
る
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
た
施
設
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
ま
た
防
災
拠
点
と
な
る
多

機
能
・
多
目
的
型
で
あ
り
、
豊
橋
公

園
に
設
置
さ
れ
る
街
な
か
立
地
型
で

す
。

交
流
人
口
の
拡
大
だ
け
で
な

く
、
多
世
代
が
集
う
重
要
な
交
流
拠

点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し
て
、
地
域

全
体
が
一
体
と
な
り
活
性
化
す
る
、

そ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
が
描
く
未
来
の

豊
橋
の
「
希
望
の
光
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
】

住
民
投
票
を
目
前
に
控
え
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
！

皆
さ
ん
と
豊
橋
の
未
来
に
向
け
た

具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
新

し
い
希
望
と
可
能
性
を
見
出
す
機
会

に
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

６
月
２
９
日
１
４
時
～
１
６
時

豊
橋
市
民
文
化
会
館

「
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ン
タ
メ×

豊
橋
の

未
来
を
考
え
る
」
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
２
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

ア
リ
ー
ナ
等
の
住
民
投
票
へ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
決
定



未来への希望

豊橋市は、他の地域と比較して外国人の流入が多く、総人口の減少幅は小さい
ものの、日本人住民の人口に着目すると、特に若い世代の市外への転出が目立ち
ます。
来る7月20日、豊橋では、アリーナや豊橋公園東側エリア整備などの賛否を問う

住民投票が行われます。ー豊橋の可能性ーその可能性を最大限に拡げ、豊橋の明
るい未来をつくるために「何をすべきか」今一度、皆で考えるシンポジウムを企
画しました。
今回のパネリストは、スポーツや文化、エンターテイメントの分野で活躍して

いる皆様です。これらの分野は、地域住民の新しいアイデンティティを形成し、
自己実現の機会を提供する鍵となります。
スポーツやエンターテイメントを通じ、多様性を尊重しながら、地域全体が一

体となり活性化する、それこそが私たちが描く未来の豊橋の「希望の光」ではな
いでしょうか。
アリーナ建設を通じて、若い世代に新しい夢を。そして、その夢が豊橋から世

界へと羽ばたく未来を期待しましょう。
このシンポジウムが、豊橋の未来に向けた具体的なアイデアを共有し、新しい

希望と可能性を見出す機会となることを心から願っています。

山本左近

資料解説
前衆議院議員山本左近

シンポジウム開催

6月29日
14時〜16時

豊橋市民文化会館
（リハーサル室）
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